
１　部の運営方針

２ 部の経営資源

（１）部の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２）事業規模 ※R5職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業 担当課数 3 課

7,270

会計年度
任用職員

2,831

61,563

職員数 正職員
会計年度
任用職員

正職員 138,130

歳入予算額 34,857 歳出予算額 担当予算小事業数 3

令和７年度 部の運営方針書
鹿野総合支所

23 19 4 人件費

【部の使命】
・鹿野地域において、身近な行政サービスを提供する総合的な窓口として、迅速、的確な対応に努め、安心安全で住みよいまちづくりを進めます。
・農林業が主要な産業である鹿野地域では、過疎高齢化等により従事者の減少に歯止めがかからず、耕作放棄地や放棄森林の拡大が深刻化しています。ほ場整備や林
道の適正な維持管理など生産基盤の整備を進めることで、生産性の向上及び構造改善を図り、新規就業者の確保に努めます。
・関係人口拡大と持続可能な地域づくりを目指し、地域内の各種団体と連携を強化するとともに、コミュニティ活動の推進や移住定住対策を通じて、集落機能の維持発展
に努めます。

【部の目標】
①「施設の適正管理」
　総合行政サービスを提供する総合支所として、コンプライアンスに基づいた適正な施設管理を行います。

②「農林業生産基盤の整備」
　農地、山林の保全、農林業の振興、荒廃地の防止、後継者の育成を図ります。農林業の担い手を確保するため、生産基盤の整備を進め、農林業の振興に努めます。

③「産業の育成・地域づくり」
　関係人口の拡大と持続可能な中山間地域づくりを目指し、引き続き地域住民と協働で特産品開発などに取組み、「鹿野地域観光振興プラン」の具現化を図ります。

④「市民参画・地域活動の推進」
　地域活動の拠点施設であるコアプラザかのを中心に関係団体と連携を図りながら、青少年の育成や「地域の夢プラン」の実現に向け支援していきます。

⑤「地域環境美化の推進」
　地域環境団体等と連携し、地域内の一斉清掃等を通じて地域住民の環境美化に対する意識を高める取組を行い、きれいで住みやすい生活環境の保全に努めます。

【行政経営への取組み】
　●時間外に開催していた住民との実行委員会等を時間内の会議に切り替えるなど、時間外勤務の抑制に努めます。
　●土日・祝日の業務については、特定の職員に偏らないように職員全員で分担します。
　●施設の長寿命化、利活用促進等の取組みを進めることで将来負担の軽減を図ります。



鹿野総合支所

３ 部の中期目標 （優先順）　第３次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策
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地域づくり・文化
観光・交流の推進
観光コンテンツの充実

産業
農林水産業の振興

農産物、知恵、技を活かした特産品を開発し、地元産業の振興とツーリズムの確立を目的とし
た観光ビジネスの創発などにより、観光客の受入環境の充実や地域経済の活性化を図りま
す。

過疎高齢化が進む中、支援を必要とする人が孤立しないよう、保健・医療・福祉の関係機関と
連携強化を図り適切な支援につなげるとともに、地域のつながりによって、住民一人ひとりが生
きがいをもって安心して暮らすことができる地域共生社会の実現に向けて取り組みます。

一般廃棄物最終処分場の維持管理について、計画的な更新等による施設の長寿命化に取り
組み、目標年度となる令和１４年まで施設の性能水準を維持します。
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地域づくり・文化
観光・交流の推進
観光客の受入環境の充実
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環境共生・人権
循環型社会の実現
３Ｒの推進と廃棄物の適正処理

安心して生活できる支援の充実

教育・こども
生涯学習の充実

地域福祉の充実

生活基盤
都市拠点等の形成
地域都市拠点や生活拠点の維持

保健・福祉

産業

目標 実現したい成果　（最終目標）推進施策

学習環境の充実

持続可能な行政マネジメントの実践
適正で効率的な事務執行

鹿野総合支所及び関係施設の効率的な管理運営に努めます。

生産基盤の整備を進めることで営農の省力化を図り、新規就農者や農業法人など担い手を確
保し、営農の継続と遊休農地の解消に努めます。

関係人口の拡大に向けて、地域住民や地元企業と協働して、特産品等の開発など観光資源の
整備に取り組みます。

農地、山林の保全、農林業の振興、荒廃地の防止、後継者の育成、水源のかん養を図ります。
分収林契約期間の満了に伴う調査等を行い、処分業務を行います。

多様化・複雑化する市民ニーズや社会情勢の変化に対応するため、職員の能力向上や専門的
知識の取得に取り組み、適正な業務遂行能力や地域課題解決力を高めます。

地域活動の拠点施設であるコアプラザかのを中心に、コミュニティ組織など各種団体と連携を
図り、地域住民が参画するまちづくり・地域づくりを進めます。

多様な担い手の確保と育成

農林水産業の振興
生産基盤の整備
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環境共生・人権
住民主体の環境保全活動が継続できるよう、鹿野地域環境衛生推進協議会の活動を支援し、
豊かな自然環境の保全に取り組みます。

環境保全の推進
良好な生活環境の確保
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防災・安全
河川の適切な維持管理により災害の未然防止に努めます。
公共土木施設災害復旧工事（現年単独）を行い、市民の安心・安全を確保します。

災害に強いまちづくりの推進
河川等の適切な管理と施設改修・整備の推進
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環境共生・人権
野犬の出没時間や場所等の情報に基づき、市の関係機関・周南環境保健所等と連携した効率
的な情報提供や捕獲を行い、野犬による住民被害のない安心安全な暮らしを実現します。

市民生活の安全性の向上
安全安心な暮らしの実現
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生活基盤

市民の憩いの場の確保のため、公園の適切な維持管理を行います。
都市環境の整備
公園・緑地等の整備と適切な維持管理
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防災・安全
地域に根付いたコミュニティ組織・消防・各公共機関の連携を図りながら、火災の予防・救急体
制の構築と消防だけに頼らない予防に取り組みます。

消防・救急体制の充実
予防体制の強化

14

防災・安全

地域防災力を高めるため、地域住民による自主防災組織等の活動支援を行います。
災害に強いまちづくりの推進
防災力の強化・充実
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生活基盤

市道老朽箇所等の改修による危険個所の改善を行います。
インフラマネジメントの推進
道路網の整備と適切な管理
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環境共生・人権
地域の人権推進協議会と連携し、人権教育講座の開催や学校、企業を通じた人権啓発活動を
行います。

人権尊重社会の実現
互いを認めあう人権施策の推進

次代を担う子どもの教育を学校、家庭、地域の三者で行う体制を青少年育成市民会議等と連
携し強化します。

11

地域づくり・文化
身近な暮らしの維持・確保や活力ある地域づくりを促進し、持続可能な中山間地域が実現され
るよう努めます。

地域づくり活動の推進
地域づくり活動の担い手への支援

10

教育・こども
生涯学習の充実
学校・家庭・地域の連携強化


